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発表日時 
（米国中部時間） 米国経済指標 コンセンサ

ス 
ファースト 

トラスト予測 発表結果 前回 

7-1 / 9:00 am ISM 指数 - 6 月 49.1 48.7 48.5 48.7 
9:00 am 建設支出 - 5 月 +0.2% +0.4% -0.1% -0.1% 

7-2 午後 自動車/トラック総売上げ - 6 月  15.8 百万 15.9 百万  15.9 百万 
午後 自動車/トラック国内売上げ - 6 月  12.3 百万 12.4 百万  12.4 百万 

7-3 / 7:30 am 新規失業保険申請者数 - 6 月 29 日 235,000 234,000  233,000 
7:30 am 国際貿易収支 - 5 月 -$760 億 -$758 億  -$746 億 
9:00 am ISM 非製造業指数 - 6 月 52.5 52.2  53.8 
9:00 am 製造業受注 - 5 月 +0.3% -0.4%  +0.1% 

7-5 / 7:30 am 非農業部門雇用者数 - 6 月 190,000 190,000  272,000 
7:30 am 民間雇用者数 - 6 月 163,000 160,000  229,000 
7:30 am 製造業雇用者数 - 6 月 10,000 4,000  8,000 
7:30 am 失業率 - 6 月 4.0% 4.0%  4.0% 
7:30 am 時間当たり平均賃金 - 6 月 +0.3% +0.3%  +0.4% 
7:30 am 週平均労働時間 - 6 月 34.3 34.3  34.3 

 

1852 年、カール・マルクスはこう語りました。「人間は
自らの歴史を作るが、好き勝手に作るものではない。自らが
選んだ状況のもとで作るのではなく、過去に直面し、伝えら
れた状況をもとに作るのだ。」 
 彼は明らかに、マグナ・カルタ（大憲章、1215 年）や国
王と選出された代表者との権力分立について書かれた英国議
会の権利章典（1689 年）をよく理解していました。しかし
彼は、それらを元に改善され、234 年の間に 27 回しか改正
されていないほどよく練られたアメリカ憲法には関心を示し
ませんでした。そして、自由と財産権を持つアメリカの起業
家についても知る事はありませんでした。かつてのレーガン
大統領ほどうまく表現した人はいません。1981 年 5 月 17
日、ノートルダム大学での卒業式の演説から下記に抜粋しま
した。 
 「我が国家は、建国の父たちが、無私無欲の高みへと昇り
つめたときに誕生した。弁護士、商人、農民からなる 56 人
の男たちは生活の安定と地位を手に入れたが、それ以上に自
由を重んじた。彼らは命と財産、そして神聖な名誉を捧げ
た。そのうち 16 人は命を捧げ、ほとんどの者は財産を捧げ
た。そして全員が神聖な名誉を守った。」 
 「彼らは我々に国家以上のものを与えた。彼らは人類に初
めて、人間は生まれながらにして自由であり、私たち一人ひ
とりは神の恩寵によって与えられた不可侵の権利を持ってお
り、政府は私たちの便宜のために私たちによって作られ、私
たちが選択した権限しか持たないという概念をもたらした。
これは、先立った人たちによって構成された社会であり、あ
なた達への遺産なのです。」 

 「人と人との関係におけるこの実験は、3 世紀を超えた。
それは、かなり長い期間のように思われるかもしれないが、
別の視点から見てみよう。数年前、ある人が、地球の生命の
歴史を 365 日 24 時間上映される映画の中に凝縮することが
できたら（閏年には休憩が入るかもしれないが）アメリカの
歴史は、12 月 31 日の真夜中 3.5 秒前までスクリーンに現れ
ないほど短いものであることがわかった。その 3.5 秒の間
に、新しい社会の概念が生まれ、全人類にとっての黄金の希
望が生まれるだけでなく、世界史上の経済活動の半分以上が
この大陸で行われることになる。自由に表現できるアメリカ
人は、男女を問わず、その 3.5 秒の間に、さまざまな発明、
建設、生産において、世界が見たこともないような奇跡を起
こすことになる。」 
 アメリカは、男女が自分たちの歴史を作ることができるだ
けでなく、自分たちで選んだ状況のもとに好きなように作る
ことができることを証明しました。皆さん、7 月 4 日おめで
とうございます。今週は一歩引いて、発明の炎がいまだ熱く
燃え、軌道修正が（たとえそれが厄介なものであろうとも）
行われ、未来が相変わらず明るいこの時代と場所に生きてい
ることが、いかに幸運なことであるかを実感する時間を持ち
ましょう。世界の希望と自由の光としてきた原則を守る努力
を続けることで、先人たちの遺産を称え続けることができま
すように。 
 (本レポートは、2023 年 7 月 4 日を祝したマンデー・モー
ニング・アウトルックと同じものです。) 
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